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講義名 応用簿記Ⅰ

学部専門科目科目区分

伊藤　正隆担当教員

2単位数

後期 金曜日 ３時限開講期・曜日・時限
2014年度 サービス産業学部 サービスマネジメント学科／2014年度 サービス産業学部 観光学科／2014年度 総合
政策学部 総合政策学科／
2014年度 商学部 商学科／2013年度 サービス産業学部 サービスマネジメント学科／2013年度 サービス産業学部
観光学科／
2013年度 総合政策学部 総合政策学科／2013年度 商学部 商学科／2012年度 サービス産業学部 サービスマネジ

主題と概要
本講義では、日商簿記検定２級における工業簿記の範囲、特に個別原価計算に関する内容について学習する。工業簿
記(原価計算)は、企業内外の利害関係者が意思決定を行う際に必要な原価情報を作成するために実施されるものであ
る。「利益＝収益（売上）ー費用（原価）」という計算式からもわかるように、企業が利益を増大させようとする場
合、売上を伸ばすか原価を下げる必要がある。後者の観点からは製品の原価を正確に計算することがとても重要とな
る。
本講義では、受注生産形態（オーダーメイト）の製品原価を計算するために用いられる個別原価計算に関する基本的
な知識・技法について学ぶ。原価計算の計算理論や計算手続の理解を深め、経営管理に必要な原価情報がどのように
作成されるのかについて学習する。本講義では、基本的には講義の始めにプリントを配布し、スライドを利用して講
義を行います。なお、講義にあたっては担当教員の説明だけではなく、理解を深めるために演習問題も行います。

到達目標
原価計算、特に個別原価計算に関する基礎的な理論について説明できる。また、日商簿記検定２級における工業簿記
の基礎学力を身につけることができます。

提出課題
適宜、課題の提出を求めます。

履修にあたっての注意・助言他

平常点30％、定期試験70％の割合で評価を行います。

評価の基準

・本講義を受講する前提として簿記に関する基礎的知識（特に仕訳・転記の方法）が必ず必要です。
・原価計算の知識を習得するためには授業内の学習だけでは不十分で、必ず自宅での復習が必要です。
・原価計算の内容は積み重ねが重要な学問であり、休むと次回以降の内容がわからなくなるおそれがあるため、積極
的な出席が望まれる。
・受講するうえで電卓（携帯は避ける）が必需品ですので、必ず購入し持参してください。
・原価計算論Bとセットで受講すると、工業簿記に関する知識が深まります。

講義コード 53036履修開始年次 ２年生

教科書

.使用しない.

プリント資料及び参考文献
プリント資料：毎講義で適宜配布します。
参考文献：大原簿記学校編『完全合格のための日商簿記２級工業簿記テキスト』（2010, 大原出版）

第１回　ガイダンス（原価計算とは）
第２回　費目別計算①：材料費①
第３回　費目別計算②：材料費②と労務費①
第４回　費目別計算③：労務費②と経費①
第５回　経費②と製造間接費会計①
第６回　製造間接費会計②
第７回　差異計算
第８回　前半のまとめ
第９回　部門別計算（第１次集計）
第10回　部門別計算（第２次集計）
第11回　部門別計算（予定配賦）
第12回　個別原価計算（記帳）
第13回　個別原価計算（仕損・作業屑の処理）
第14回　工企業の財務諸表
第15回　全体のまとめ

＊講義の進捗度により、授業計画の内容が一部変更する場合があります。

授業計画

備考

予習・復習

予習：講義内でプリントを配布して講義を行うため、特に予習を行う必要はない。ただし、指定した参考文献などで予習
することは可能である。
復習：毎回宿題を配布します。毎講義の始めに実施する演習問題を解くためにしっかり復習することを要求します。（目
安：１講義あたり４時間）


